
持続可能な社会づくりに向けた
環境NGO/NPOの役割

令和４年８月２日
環境省大臣官房総合政策課民間活動支援室



地球環境容量の限界とSDGs

資料：国連広報センター

人類が豊かに生存し続けるための基盤となる地球環境は、限界に達している面もある
との指摘。
「このままでは世界が立ち行かない」という国際社会の強い危機感も背景に、2015
年9月、国連総会において「持続可能な開発目標（SDGs）」を含む「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」が採択された。



コロナのような新興感染症は生物多様性の損失や気候変動による地球環境の変
化が深く関係。
人間生活、経済・社会システムが地球全体の環境に悪影響をおよぼす。
地球環境の危機に対応するためには、経済・社会システムや日常生活の在り方
を大きく変えること（＝社会変革）が不可欠。

その原因は、人間生活、経済・社会システム



地域循環共生圏＝ローカルSDGｓ

地域の活力が最大限に発揮されることを目指す

→ 地域資源を活かし、自立・分散型の社会を形成

→ 地域の特性に応じて補完し、支え合う 第五次環境基本計画（2018年 閣議決定）

環境・経済・社会の統合的向上

あらゆる観点からイノベーションを創出

幅広いパートナーシップを充実・強化
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私たちの暮らしは森里川海
＝豊かな自然に支えられている

自分たちの足元にある地域資源を活用し、環境・経済・社会を良くしていくビジネス
や事業といった形で社会の仕組みに組み込むとともに、例えば都市と農村のように地
域の個性を活かして地域同士で支え合うネットワークを形成していくという、「自
立・分散型社会」を示す考え方（2021年度 環境白書）

脱炭素社会
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環境問題と様々な課題のつながり

SDGsは個々の目標が独立したものではなく、相互に関連している。私たちと社会もつ
ながっている。

ゴール17「パートナーシップで目標を達成しよう」は全ての目標に関わってくる。
「パートナーシップ」で課題を解決していこうとすることもSDGsの特徴

企業や行政などのセクター、あるいは地域と地域の境界などあらゆる「境界線」を超え、
課題やテーマに取り組めるのはNPOの特徴。



これからの環境NPO/NGOに求められる役割

持続不可能な社会
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環境パートナーシップオフィス（EPO）事業
持続可能な地域づくりのために中間支援機能を発揮す
るEPOを全国8箇所に展開。
EPOは各地方環境事務所と各地域の多様な主体とが協
働で運営され、環境情報の受発信、地域の環境課題解
決への伴走支援等を担う（重点施策：地域循環共生圏
の創造に資するため、各地域プラットフォームの伴走
支援や情報の受発信等）。

地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）はEPOの
役割を進化させる議論や取組を喚起し、各EPOの成果
の取りまとめや相互参照、ブロックを超えた横展開等、
全国EPOネットワーク事業を行っている。またGEOCは
国連大学との協働事業として時機に見合った国際情報
の発信やシンポジウムの開催等を行っている。 札幌、 仙台、 渋谷、 名古屋、 大阪、 高松、 広島、 熊本
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渋谷に所在
(1996年)

EPOちゅうごくと広島県との共同企
画として、広島県内の大学生が地
元の企業・起業家等へのインタ
ビューを実施。次世代の持続可能
な社会への感覚や価値観からSDGs
ビジネスセレクトブックを制作し
た。（2018年度～2020年度）

この関係性が延べ100名規模の「ひ
ろしまSDGsプラットフォーム」に
発展、日常的な情報交換や交流会
の開催、協働プロジェクト等の主
体的な連携が広がっている。

ごみとして焼却されるうどん（小
麦粉換算で年間推計6000トン以
上）を循環させる「うどんまるご
と循環コンソーシアム」は、四国
EPOの支援を通じて食品ロス発生抑
制の重要性に気づき、規格外うど
んを定期的に寄付する「フードバ
ンク連携活動」という新たな取組
を開始した。

省庁や自治体の施策にもリンクし、
食品ロス削減に向けた機運の高ま
りにつながっている。

所在地
(開設年)

ユースと進める地域SDGsビジネスの可視化 特産品を起点にした循環と地域とのつながりを生む
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地球環境パートナーシッププラザ（GEOC） http://www.geoc.jp/
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前5-53-70 国連大学ビル1F
EMAIL：geoc.info@geoc.jp



9https://www.youtube.com/user/GEOCsince1996/featured

http://www.geoc.jp/onlinegallery/index.html
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本編：http://www.env.go.jp/policy/sdgs/guides/SDGsguide-honpen_ver2.pdf
資料編：http://www.env.go.jp/policy/sdgs/guides/SDGsguide-siryo_ver2.pdf
概要編：http://www.env.go.jp/policy/sdgs/guides/SDGsguide-gaiyou_ver2.pdf

http://www.geoc.jp/content/files/japanese/2021/01/SDGsforNPO.pdf

まもなくHPに掲載！


